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和
保
育
園
お
別
れ
遠
足
（
３
月
６
日
）

聖
和
保
育
園
お
別
れ
遠
足
（
３
月
６
日
）

３
月
６
日
、
聖
和
保
育
園
で
は
、
田
ん
ぼ
を
つ
か
っ
た
花
畑
へ

３
月
６
日
、
聖
和
保
育
園
で
は
、
田
ん
ぼ
を
つ
か
っ
た
花
畑
へ

お
別
れ
遠
足
に
出
掛
け
ま
し
た
。

お
別
れ
遠
足
に
出
掛
け
ま
し
た
。

手
を
つ
な
い
で
花
畑
を
散
策
し
、
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

手
を
つ
な
い
で
花
畑
を
散
策
し
、
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

広
報
広
報

広
報
広
報
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が
日
本
人
初
の
米
国
野
球
殿
堂

入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
日
本

に
お
い
て
も
、
松
崎
町
で
講
演

し
て
い
た
だ
い
た
栗
山
英
樹
氏

の
野
球
殿
堂
入
り
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

食
の
面
に
お
い
て
は
、
米
価

格
が
高
騰
し
、
前
年
の
２
倍
を

超
え
る
水
準
が
続
き
、
政
府
の

備
蓄
米
を
放
出
す
る
な
ど
、
家

計
に
大
き
な
負
担
を
与
え
ま
し

た
。

町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

　

令
和
８
年
第
１
回
松
崎
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
政
運
営
に
関
す
る
所
信
の
一

端
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、

ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
19
年
間

プ
レ
ー
し
、
日
米
通
算
４
３
６

７
安
打
を
放
っ
た
イ
チ
ロ
ー
氏

　　

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

　

観
光
面
に
お
い
て
は
、
大
阪
・

関
西
万
博
が
開
幕
し
、
１
５
８

の
国
・
地
域
が
参
加
し
、
半
年

間
の
会
期
で
一
般
来
場
者
数
は

２
５
０
０
万
人
を
超
え
る
な

ど
、
共
に
未
来
社
会
に
つ
い
て

考
え
、
交
流
、
対
話
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
の
面
に
お
い
て
は
、
カ

ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
の
地
震

に
よ
り
、
静
岡
県
沿
岸
に
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
、
県
内
に
お

い
て
も
津
波
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。
松
崎
町
に
お
き
ま
し
て
も
、

避
難
指
示
を
発
表
し
、
警
戒
に

あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

各
地
で
猛
暑
と
な
り
、
気
象
庁

が
６
月
か
ら
８
月
の
日
本
の
平

均
気
温
が
、
１
８
９
８
年
の
統

計
開
始
以
降
で
最
も
高
か
っ
た

と
発
表
す
る
な
ど
、
自
然
の
猛

威
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
済
の
面
に
お
い
て
は
、
日

経
平
均
株
価
が
５
万
円
台
に
な

る
な
ど
、
日
本
経
済
の
明
る
い

兆
し
が
徐
々
に
見
ら
れ
る
な
ど

暮
ら
し
を
守
る
、
外
交
力
・
防

衛
力
・
情
報
力
の
強
化
を
図
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
昨
年
11
月
に
執
行
さ
れ

た
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
二
期

目
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
公
僕
と
し
て
行

政
に
携
わ
っ
て
き
た
31
年
余
り

の
経
験
と
、
町
長
と
し
て
一
期

４
年
間
の
町
政
運
営
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
い
た
実
績
を
基
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
職

員
、
議
員
各
位
と
共
に
力
を
合

わ
せ
、
山
積
し
て
い
る
町
の
課

題
解
決
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
一
朝
一
夕
に
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
町
の
皆
さ
ま
の

お
知
恵
と
お
力
添
え
も
い
た
だ

き
な
が
ら
一
歩
ず
つ
確
実
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
第
６
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
将
来
像
「
こ
こ
で
は
、
誇

り
高
く
、
穏
や
か
に
、
豊
か
に

生
き
ら
れ
る　

～
コ
ン
パ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
松
崎
～
」
の
実

現
の
た
め
、
「
だ
れ
一
人
取
り

残
さ
な
い
、
支
え
合
い
の
ま
ち

づ
く
り
」
「
だ
れ
も
が
夢
を
育

み
、
実
現
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
地
域
に
根
付
い
た
産
業
が
育

ま
れ
、
経
済
が
に
ぎ
わ
う
ま
ち

の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
令
和
８
年
度
を
見
ま

す
と
、
政
府
経
済
見
通
し
で
は
、

所
得
環
境
の
改
善
が
進
む
中
で

個
人
消
費
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
危
機
管
理
投
資
・
成
長
投

資
の
取
り
組
み
の
進
展
な
ど
に

よ
り
設
備
投
資
も
伸
び
率
を
高

め
、
実
質
成
長
率
は
１
・
３
％

程
度
の
見
込
み
で
あ
る
と
分
析

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
８

年
２
月
18
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
政
府
の
基
本
方
針
で
は
、
日

本
と
日
本
人
の
底
力
を
信
じ
て

や
ま
な
い
者
と
し
て
、
「
日
本

列
島
を
、
強
く
豊
か
に
」
す
る
。

そ
の
た
め
、
今
の
暮
ら
し
や
未

来
へ
の
不
安
を
希
望
に
変
え
、

強
い
経
済
を
つ
く
る
。
世
界
が

直
面
す
る
課
題
に
向
き
合
い
、

強
い
外
交
・
安
全
保
障
を
構
築

す
る
。
22
世
紀
を
迎
え
る
多
く

の
今
の
若
者
・
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
安
全
で
豊
か
な
日
本

が
、
「
イ
ン
ド
太
平
洋
の
輝
く

灯
台
」
と
な
り
、
自
由
と
民
主

主
義
の
国
と
し
て
頼
り
に
さ
れ

る
よ
う
、
こ
の
た
び
の
総
選
挙

に
お
い
て
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら

頂
い
た
力
強
い
ご
信
任
の
下
、

内
閣
の
総
力
を
挙
げ
て
、
強
い

経
済
の
実
現
、
地
方
を
伸
ば
し

町
長
施
政
方
針

町
長
施
政
方
針

町
長
施
政
方
針
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４

２ １づ
く
り
」
「
豊
か
な
社
会
・
自

然
環
境
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

「
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
共
有
し
、

〝
き
ょ
う
ど
う
〟
で
進
め
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
施
策
を

引
き
続
き
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
体
制
の
強
化
と
し

て
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
事

業
と
い
う
こ
と
で
、
浸
水
区
域

内
に
１
基
整
備
す
る
た
め
の
地

質
調
査
と
設
計
費
を
、
石
部
水

門
改
修
事
業
と
し
て
水
門
操
作

盤
な
ど
の
改
修
を
、
保
健
・
医

療
体
制
の
充
実
と
し
て
下
田

市
・
南
伊
豆
町
・
西
伊
豆
町
・

松
崎
町
の
共
同
で
母
子
保
健
事

業
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
充
実
と
し

て
、
給
食
費
補
助
事
業
を
物
価

高
騰
対
策
事
業
と
し
て
、
幼
稚

園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学

校
の
給
食
費
の
補
助
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
教
育
の
充
実
と

し
て
、
小
学
校
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
へ
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

さ
れ
て
き
た
共
同
調
理
場
や
斎

場
整
備
な
ど
に
着
手
し
、
令
和

８
年
度
に
お
い
て
は
津
波
避
難

タ
ワ
ー
な
ど
大
型
事
業
も
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
補
助
財
源
や
起

債
な
ど
も
有
効
に
活
用
し
、
財

政
調
整
基
金
の
残
高
に
も
十
分

注
意
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
暮
ら
し
や
経
済
、
安
全
を

支
え
る
事
業
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
の
進
展
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
へ
の
対
応
や
公
共
施
設
な

ど
の
老
朽
化
対
策
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
総
合
計

画
を
基
に
優
先
順
位
を
付
け
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
的
か
つ

効
果
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
今

後
も
財
政
の
健
全
性
に
最
大
限

配
慮
し
、
事
業
執
行
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
第
６
次
総
合
計
画

に
お
い
て
「
こ
こ
で
は
、
誇
り

高
く
、
穏
や
か
に
、
豊
か
に
生

き
ら
れ
る　

～
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
松
崎
～
」
を
目
標
と

し
て
掲
げ
ま
し
た
。
「
目
の
前

で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
手
を

差
し
伸
べ
る
」
、
田
舎
で
は
今
ま

で
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ

て
き
た
「
地
域
で
の
支
え
合
い
」

３
　

観
光
の
振
興
と
し
て
、
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
更
新
事
業
と
し

て
、
町
営
観
光
施
設
、
役
場
庁

舎
な
ど
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

更
新
を
行
い
ま
す
。
農
林
漁
業

の
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
等

支
援
事
業
と
し
て
、
新
規
就
農

者
な
ど
へ
の
10
万
円
の
補
助
金

交
付
を
、
商
工
業
の
振
興
で
は
、

商
工
会
が
実
施
す
る
町
内
事
業

者
に
対
す
る
生
産
性
向
上
や
賃

上
げ
環
境
整
備
に
向
け
た
伴
走

支
援
事
業
へ
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

　

道
路
・
交
通
網
の
整
備
と
し

て
、
池
代
地
区
の
御
座
木
橋
の

補
修
事
業
や
、
前
年
度
に
引
き

続
き
農
道
伏
倉
山
崎
線
拡
幅
事

業
の
実
施
を
、
松
崎
港
客
船
等

誘
致
事
業
と
し
て
ク
ル
ー
ズ
船

対
応
に
係
る
歓
迎
式
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
の
費
用
を
計
上
し

ま
し
た
。

５
　

地
域
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
き
ょ

う
ど
う
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金

の
拡
充
を
図
り
、
広
域
行
政
の

推
進
と
し
て
、
新
斎
場
整
備
に

係
る
西
豆
広
域
行
政
組
合
負
担

金
の
増
額
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
重
点
項
目
と
し
て
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
全
国
的
に
見
ま
し
て
も
、

物
価
高
騰
の
影
響
が
し
ば
ら
く

続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
る
と
と

も
に
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
行
や
人
口
減
少
へ
の
対
応
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

に
伴
う
経
費
の
増
加
な
ど
や
人

件
費
や
扶
助
費
、
物
件
費
、
補

助
費
、
維
持
修
繕
費
な
ど
の
経

常
的
経
費
は
増
加
し
、
財
政
の

弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
な

ど
、厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
松
崎
町
に
お
け
る
財

政
状
況
は
、こ
れ
ま
で
将
来
負
担

を
見
据
え
た
財
政
運
営
を
行
っ

て
き
た
結
果
、
公
債
費
の
増
大

が
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
令

和
６
年
度
に
は
今
ま
で
先
送
り

を
も
う
一
度
押
し
出
し
て
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
日
々
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
る
地
域
と
い

う
の
が
、
幸
せ
な
地
域
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
足
り
な
い
も
の

を
お
互
い
に
補
完
し
合
い
、
分

か
ち
合
い
の
で
き
る
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
誇
り
高
く
豊
か
に
生
き
ら

れ
る
」
、
そ
う
い
う
町
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ま
ち
の
つ
な

ぎ
役
の
た
め
の
学
び
合
い
講
座

な
ど
を
行
い
、
町
の
良
さ
を
地

元
の
人
に
し
っ
か
り
と
認
識
し

て
も
ら
い
、
人
と
の
つ
な
が
り

や
地
域
の
大
切
な
歴
史
・
文
化

を
し
っ
か
り
と
伝
え
な
が
ら
、

わ
が
松
崎
町
を
元
気
に
し
て
い

く
た
め
の
「
心
の
豊
か
さ
」
を

肝
に
据
え
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
の

不
安
定
で
不
確
実
な
社
会
に
対

応
し
つ
つ
、
町
政
を
進
め
て
い

く
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、
議
員
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
令
和
８
年
度
の
施
政
方
針

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

だ
れ
も
が
夢
を
育
み
、
実

現
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
に
根
付
い
た
産
業
が

育
ま
れ
、
経
済
が
に
ぎ
わ

う
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
社
会
・
自
然
環
境

を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
共
有

し
、
„
き
ょ
う
ど
う
“
で

進
め
る
ま
ち
づ
く
り
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■
一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

第
６
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将

来
像
の
実
現
に
向
け
た｢

５
本

の
施
策
の
柱｣

に
基
づ
き
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
一
般
会
計
予

算
総
額
は
45
億
８
３
０
０
万

円
、
前
年
度
比
１
億
３
８
０
０

万
円
増
（
３
・
１
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

町
税
は
、
給
与
所
得
増
に
よ

る
個
人
町
民
税
の
増
収
見
込
み

な
ど
に
よ
り
８
１
９
１
万
円

（
前
年
度
比
１
０
３
８
万
円
増
）

と
見
込
み
、
新
斎
場
整
備
に
よ

る
西
豆
広
域
行
政
組
合
負
担
金

の
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
町
債

７
億
70
万
円
（
前
年
度
比
４
億

７
６
０
０
万
円
増
）を
計
上
し
、

不
足
す
る
財
源
に
は
財
政
調
整

基
金
な
ど
を
取
り
崩
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

財
源
比
率
は
、
自
主
財
源

28･

４
％
、
依
存
財
源
71･

６
％

と
な
り
、
地
方
交
付
税
な
ど
、
国

の
施
策
に
よ
る
影
響
を
受
け
や

す
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　

｢

だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
て
、
防
災
基
盤
で
あ
る
津
波

避
難
タ
ワ
ー
整
備
・
石
部
水
門

整
備
に
よ
る
実
施
設
計
な
ど
や

１
市
３
町
に
よ
る
幼
児
健
診
共

同
実
施
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

｢

だ
れ
も
が
夢
を
育
み
、
実
現

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

物
価
高
騰
対
策
に
よ
る
幼
稚
園
・

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

給
食
費
補
助
、
小
学
校
の
照
明

器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
を
行
い

ま
す
。

　

｢

地
域
に
根
付
い
た
産
業
が

育
ま
れ
、
経
済
が
に
ぎ
わ
う
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
商
工
会

の
町
内
事
業
者
の
生
産
性
向

上
、
賃
上
げ
な
ど
に
向
け
た
伴

走
支
援
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

｢

豊
か
な
社
会
・
自
然
環
境

を
次
代
へ
つ
な
ぐ
、
継
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
引

き
続
き
海
路
整
備
に
向
け
た
松

崎
港
客
船
等
誘
致
事
業
（
飛
鳥

Ⅱ
・
飛
鳥
Ⅲ
寄
港
）
、
農
道
伏
倉
山

崎
線
拡
幅
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

｢

コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
共
有
し
、

〝
き
ょ
う
ど
う
〟
で
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
」
と
し
て
、
西
伊
豆
町

と
の
一
部
事
務
組
合
に
よ
る
新

斎
場
本
体
工
事
や
両
町
中
学
校

の
将
来
の
在
り
方
の
検
討
協
議

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、

事
業
の
効
果
・
優
先
度
を
検
討

し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

令
和
７
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算

将
来
像｢

こ
こ
で
は
、
誇
り
高
く
、
穏
や
か
に
、
豊
か
に

生
き
ら
れ
る　

～
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
松
崎
～｣

に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り

（※構成比０. ０５％未満については、 ０. ０％と表示しています。）

歳　入
4,583,000 千円

自主財源

28.4％

依存財源

71.6％

町税
581,908 千円

12.7％

繰入金
363,654千円

7.9％

地方交付税
1,880,000 千円

41.0％

国庫支出金 
265,716 千円

5.8％

県支出金 
221,943 千円

4.8％

町債 
700,700 千円　

15.3％

交通安全対策
特別交付金
１千円　0.0％

分担金及び負担金
21,468 千円　0.5％

使用料及び手数料
44,282 千円　1.0％

財産収入
5,265 千円　0.1％

寄附金
87,003 千円　1.9％

繰越金
100,000 千円　2.2％

諸収入
97,959 千円　2.1％

地方譲与税
39,000 千円　0.9％

　利子割交付金
1,000 千円　0.0％

　配当割交付金
4,000 千円　0.1％

　株式等譲渡所得割
　交付金

1,000 千円　0.0％

法人事業税交付金
12,000 千円　0.3％地方消費税交付金

150,000 千円　3.3％

　環境性能割交付金
100 千円　0.0％

　地方特例交付金
6,001 千円　0.1％
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事業名 事業費 事業概要 担当課

町有施設改修事業 1,637 旧中川小学校耐震補強 ・ 改修事業 （Ｒ６～Ｒ 10） 総務課

津波避難タワー整備事業 1,357 津波避難タワー実施設計および地質調査 総務課

コミュニティ施設整備事業費補助金 200 集会所の整備 （照明のＬＥＤ化など） に係る補助の拡充 企画観光課

事業者伴走支援事業補助金 500
商工会が実施する町内事業者に対する生産性向上や賃上げ環境整備に向け

た伴走支援事業への補助金
企画観光課

松崎港客船等誘致事業 150
令和７年度の飛鳥Ⅱの寄港に続き、 令和８年度に飛鳥Ⅱ、 飛鳥Ⅲの寄港に当

たる歓迎式典などの経費の補助
企画観光課

公衆無線 LAN 更新事業 573 観光施設などの公衆無線ＬＡＮ設備の更新工事 企画観光課

西豆広域行政組合負担金 53,077
新斎場整備 （本工事 ・ 備品整備 ・ 工事監理など） に係る一部事務組合への

負担金
窓口税務課

給食費補助事業 920 幼稚園 ・ 保育園 ・ 小学校 ・ 中学校への給食食材費補助
健康福祉課

教育委員会

母子保健共同実施事業 31 １市３町 （下田市 ・ 南伊豆町 ・ 西伊豆町 ・ 松崎町） における幼児健診共同実施 健康福祉課

高齢者保健事業 ・ 介護予防等一体的実施

事業
249

地区サロンなどに出向いたフレイル （介護予防など加齢による虚弱な状況） 予

防などの健康講座の実施委託
健康福祉課

新規就農者等支援事業 50 新規就農者への応援金 （10 万円） の交付 産業建設課

農道伏倉山崎線拡幅事業 4,302 農道伏倉山崎線の拡幅工事 （Ｒ５～Ｒ８） 産業建設課

石部水門改修事業 1,500 石部水門改修実施設計 産業建設課

橋梁補修事業 2,000 御座木橋補修工事 産業建設課

耐震シェルター ・ 防災ベット整備助成事業 250 木造住宅へ耐震シェルター ・ 防災ベットの整備助成 産業建設課

松崎小学校照明器具改修事業 1,210 照明器具のＬＥＤ化改修 教育委員会

松崎町 ・ 西伊豆町中学校統合推進協議会 21 両町中学校の将来の在り方の検討 教育委員会

一般会計　重点施策 ・ 新規事業等 （単位 ： 万円）

令和８年度　会計別予算額

総額　７３億３，９２１万円

・ 一般会計 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４５億８，３００万円

・ 水道事業会計 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １億９，５９２万円

・ 温泉事業会計 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ６，０３５万円

・ 伊豆まつざき荘事業会計 ・ ・ ・ ・ ４億２，５１０万円

・ 岩地漁業集落排水事業会計 ・ ・ ・ ・ １，４５８万円

・ 石部農業集落排水事業会計 ・ ・ ・ ・ １，１７８万円

・ 雲見漁業集落排水事業会計 ・ ・ ・ ・ ３，０４９万円

・ 国民健康保険特別会計 ・ ・ ・ ・ ・ ８億５，３６０万円

・ 介護保険特別会計 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １０億５００万円

・ 後期高齢者医療特別会計 ・ ・ ・ ・ １億５，９３９万円

※金額は表示単位未満を四捨五入したものです。

歳　出
4,583,000 千円

総務費
899,264 千円

19.6％

民生費
935,284 千円

20.4％

衛生費
1,058,751 千円

23.1％

商工費
231,937 千円

5.1％

農林水産業費
251,559 千円

5.5％

土木費
220,100 千円

4.8％

消防費
318,545 千円

7.0％

教育費
290,946 千円

6.3％

公債費
312,552千円

6.8％

災害復旧費　4,000 千円　0.1％

諸支出金　2 千円　0.0％ 予備費　10,000 千円　0.2％

議会費
50,060 千円

1.1％
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子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

町民の皆さまが利用できる町の助成・補助制度の一部について、概要を紹介します。

事前に申請が必要となるものもありますので、担当課にご相談ください。

令和８年度

町の町の助成 ・ 補助助成 ・ 補助制度を紹介します制度を紹介します

１

防
　
災

防
　
災

２

出
産
祝
い
金

出
産
祝
い
金

▼
対
象

　

出
生
日
を
含
め
、
１
年
以
上

連
続
し
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い

た
期
間
が
あ
る
、
ま
た
は
登
録

す
る
意
思
の
あ
る
保
護
者
に
支

給
し
ま
す
。

▼
支
給
金
額

　

出
産
児
１
人
に
つ
き
10
万
円

（
第
３
子
以
降
は
20
万
円
）

▼
申
請
方
法

　

出
生
届
の
提
出
時
に
申
請
書

を
記
入
し
、
健
康
福
祉
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
祝
い
品

子
育
て
支
援
祝
い
品

　

子
ど
も
が
小
学
校
、
中
学
校

へ
入
学
す
る
と
き
や
中
学
校
を

卒
業
す
る
と
き
に
子
育
て
支
援

祝
い
品
と
し
て
、
松
崎
町
ロ
マ

ン
シ
ー
ル
協
同
組
合
が
発
行
す

る
ロ
マ
ン
シ
ー
ル
商
品
券
（
３

万
円
分
）
を
支
給
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

１
月
～
３
月
に
、
申
請
書
兼

受
領
書
を
健
康
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成

こ
ど
も
医
療
費
助
成

　

次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る

場
合
、
保
険
給
付
の
対
象
と
な

る
医
療
費
と
入
院
時
食
事
療
養

費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま

す
。

・
高
校
３
年
生
（
18
歳
に
達
す

　

る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31

　

日
）
ま
で
の
こ
ど
も
の
保
護

　

者
で
あ
る
こ
と

・
こ
ど
も
の
住
民
票
が
松
崎
町

　

に
あ
る
こ
と

・
こ
ど
も
が
医
療
保
険
の
対
象

　

者
と
な
っ
て
い
る
こ
と

妊
婦
健
康
診
査
交
通
費
支
援
金

妊
婦
健
康
診
査
交
通
費
支
援
金

　

妊
婦
健
診
の
通
院
な
ど
に
よ

る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
妊
娠
さ
れ
た
方
へ
、
交

通
費
等
支
援
金
と
し
て
５
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

妊
娠
届
の
提
出
時
以
降
健
康

福
祉
課
に
て
申
請
書
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助
金

耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助
金

▼
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業

　

地
震
で
倒
壊
の
危
険
性
の
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費

用
の
３
分
の
２
（
㍍
単
価
あ
り
、

限
度
額
10
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。

　

な
お
、
町
が
定
め
る
津
波
避

難
路
沿
い
に
限
り
10
分
の
10

（
㍍
単
価
あ
り
、
限
度
額
な
し
）

を
補
助
し
ま
す
。

▼
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
善
事
業

　

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
安
全
な
塀

へ
の
造
り
替
え
、
既
存
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
金
具
な
ど
に
よ
り

補
強
す
る
工
事
費
用
の
３
分
の

２
（
㍍
単
価
あ
り
、
限
度
額
25

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
事
業
も
道
路
に
面

　

し
て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

家
庭
内
家
具
等
固
定
推
進
事
業

家
庭
内
家
具
等
固
定
推
進
事
業

▼
災
害
時
要
配
慮
者
世
帯
（
65

　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

　

帯
な
ど
）

　

町
が
委
託
し
た
事
業
者
に
よ

り
、
家
具
を
５
品
ま
で
無
料
で

固
定
し
ま
す
。
事
業
実
施
期
間

に
な
り
ま
し
た
ら
、
広
報
や
回
覧

な
ど
で
希
望
者
の
募
集
を
し
ま
す
。

▼
一
般
世
帯

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
３
万
円
）
を
補
助
し

ま
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

設
置
事
業
費
補
助
金

設
置
事
業
費
補
助
金

　

あ
る
一
定
の
地
震
の
揺
れ
を

感
知
し
た
際
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を

落
と
す
こ
と
で
、
地
震
の
際
に

電
気
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

▼
既
存
の
住
宅
な
ど
に
設
置
す

　

る
場
合

　

設
置
に
必
要
な
経
費
の
３
分

の
２
以
内
（
限
度
額
２
万
５
千
円
）

▼
住
宅
を
新
築
す
る
場
合

　

一
律　

１
万
円

※
対
象
と
な
る
感
震
ブ
レ
ー
カ

　

ー
は
（
一
社
）
日
本
配
線
シ

　

ス
テ
ム
工
業
会
の
規
定
で
定

　

め
る
構
造
お
よ
び
機
能
を
有

　

す
る
も
の
が
対
象
で
、
コ
ン

　

セ
ン
ト
タ
イ
プ
な
ど
の
簡
易

　

な
も
の
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
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住
　
宅

住
　
宅

３

農
　
業

農
　
業

４

環
境
・
動
物

環
境
・
動
物

５

救
命
胴
衣
購
入
費
補
助
金

救
命
胴
衣
購
入
費
補
助
金

　

津
波
や
水
害
か
ら
自
ら
の
身

を
守
る
た
め
の
救
命
胴
衣
の
購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者
・
要
件

①
松
崎
町
に
住
所
を
有
し
、
か
つ

　

松
崎
町
に
居
住
し
て
い
る
方

②
国
土
交
通
省
の
承
認
を
受
け

　

た
救
命
胴
衣

※
業
務
に
使
用
す
る
も
の
、
釣

　

り
や
水
上
バ
イ
ク
な
ど
の
レ

　

ジ
ャ
ー
に
使
用
す
る
目
的
に

　

購
入
し
た
も
の
は
対
象
外
。

▼
補
助
額
な
ど

　

１
人
に
つ
き
１
回
（
原
則
）

　

限
度
額
２
千
円

【
問
合
せ
】

総
務
課(

４
２)

３
９
６
３

新
規
事
業

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災

ベ
ッ
ド
設
置
事
業
費
補
助
金

ベ
ッ
ド
設
置
事
業
費
補
助
金

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
か

ら
居
住
者
の
生
命
を
守
る
た

め
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
へ
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
た
は
防
災
ベ
ッ

ド
を
設
置
す
る
場
合
に
、
設
置

に
係
る
費
用
の
３
分
の
２
（
限

度
額
40
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
の
み

居
住
す
る
世
帯
な
ど
に
つ
い
て

は
、
６
分
の
５
（
限
度
額
50
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課(

４
２
）
３
９
６
５

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

　

一
般
住
宅
（
店
舗
や
別
荘
は

対
象
外
）
で
、
浄
化
槽
に
設
置

替
え
す
る
場
合
ま
た
は
浄
化
槽

を
新
設
す
る
場
合
に
、
設
置
に

要
す
る
費
用
を
表
の
と
お
り
補

助
し
ま
す
（
金
額
変
更
あ
り
）
。

※
新
設
す
る
場
合
は
条
件
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
担
当
課
に
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金

シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金

　

設
置
す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
最
大
出
力
の
値
に
５
万

円
を
乗
じ
て
得
た
額
（
限
度
額

20
万
円
、
千
円
未
満
の
端
数
が

生
じ
た
場
合
は
切
り
捨
て
）
を

補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課(

４
２)

３
９
６
９

住
宅
改
修
事
業
補
助
金

住
宅
改
修
事
業
補
助
金

　

住
宅
改
修
に
要
す
る
10
万
円

以
上
の
工
事
費
（
消
費
税
額
を

除
く
）
の
20
％
に
相
当
す
る
額

（
限
度
額
20
万
円
、
千
円
未
満

の
端
数
が
生
じ
た
場
合
は
切
り

捨
て
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

有
害
獣
等
被
害
防
止
対
策

有
害
獣
等
被
害
防
止
対
策

事
業
費
補
助
金

事
業
費
補
助
金

　

農
林
産
物
の
有
害
獣
被
害
防

止
の
た
め
、
電
気
柵
や
防
護
柵

な
ど
を
設
置
す
る
場
合
に
、
材

料
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

15
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

新
規
事
業

農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
金

農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
金

　

松
崎
町
に
住
む
70
歳
未
満

で
、
町
内
の
農
地
20
㌃
以
上
で

新
た
に
農
業
を
始
め
た
方
ま
た

は
農
業
を
継
承
し
た
方
に
、
10

万
円
の
応
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

新
規
事
業

農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
機
材
等

農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
機
材
等

整
備
事
業
費
補
助
金

整
備
事
業
費
補
助
金

　

農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
金
の

交
付
を
受
け
た
方
で
、
町
内
の

農
地
20
㌃
以
上
で
農
業
を
継
続

し
て
い
る
方
が
、
農
業
用
の
機

械
、
資
材
、
施
設
を
整
備
す
る

場
合
に
、
購
入
費
な
ど
の
経
費

の
２
分
の
１
以
内
（
限
度
額
30

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課(

４
２
）
３
９
６
５

猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
金

猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
金

　

令
和
８
年
度
か
ら
、
飼
い
猫

も
対
象
と
な
り
、
申
請
方
法
も

事
後
申
請
に
変
わ
り
ま
す
。

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
増
加

を
防
止
す
る
た
め
、
猫
に
対
し

て
不
妊
手
術
ま
た
は
去
勢
手
術

を
行
う
場
合
（
飼
い
主
の
い
な

い
猫
は
耳
カ
ッ
ト
も
必
要
）
、

手
術
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
、

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
メ
ス

　

１
匹
に
つ
き
不
妊
手
術
に
要

す
る
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度

額
１
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

▼
オ
ス

　

１
匹
に
つ
き
去
勢
手
術
に
要

す
る
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度

額
６
千
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
補
助
金

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
補
助
金

▼
生
ゴ
ミ
処
理
機

　

購
入
費
の
２
分
の
１
（
限
度

額
２
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

▼
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

　

（
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
）

　

購
入
費
の
４
分
の
３
（
限
度

額
４
２
０
０
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課(

４
２)

３
９
６
９

補助金額一覧

区　分 設置替え 新　設

５人槽 414,000円 168,000円

７人槽 516,000円 207,000円

10人槽

以上
684,000円 276,000円
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町
の
人
事

　

副
町
長
に

　
　
　

西
ヶ
谷
一
男
氏

　

松
崎
町
議
会
３
月
定
例
会
に

お
い
て
、
副
町
長
の
選
任
議
案

が
提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で

西
ヶ
谷
一
男
氏
が
副
町
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
ヶ
谷
氏
は
静
岡
県
職
員

で
、
４
月
１
日
付
け
で
副
町
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

 

出
張
年
金
相
談

　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

相
談
日

相
談
日

　

令
和
８
年
５
月
29
日(

金)

　

令
和
８
年
７
月
３
日(

金)

　

令
和
８
年
９
月
４
日(

金)

　

令
和
８
年
11
月
６
日(

金)

　

令
和
９
年
１
月
15
日(

金)

　

令
和
９
年
３
月
５
日(

金
）

会
場
会
場

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
１
月
の

相
談
日
は
小
会
議
室
、
３
月

の
相
談
日
は
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
・
大
会
議
室
に
な
り
ま
す
）

相
談
時
間

相
談
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
２
時

※
年
金
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

事
前
に
健
康
福
祉
課
へ
連
絡

　

し
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５(

９
７
３)

１
１
６
６

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

 

国
民
健
康
保
険
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・

脱
退
な
ど
の
届
出

脱
退
な
ど
の
届
出

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・

脱
退
・
変
更
の
際
に
は
、
届
出

が
必
要
で
す
。

　

14
日
以
内
に
役
場
受
け
付
け

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

①
国
保
に
加
入
す
る
と
き

・�

社
会
保
険
な
ど
の
資
格
喪
失

日
が
分
か
る
も
の
（
脱
退
証

明
書
な
ど
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
国
保
を
辞
め
る
と
き

・
社
会
保
険
な
ど
の
資
格
取
得

　

日
が
分
か
る
も
の
（
加
入
証

　

明
書
や
「
資
格
確
認
書
」
ま

　

た
は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

　

せ
」
な
ど
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　

※
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
な

　

が
ら
国
保
の
資
格
確
認
書
な

　

ど
を
使
用
し
て
し
ま
っ
た
場

　

合
に
は
、
国
保
で
負
担
し
た

　

医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ

　

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
国
民
健
康

令
和
８
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
に
子
ど
も
・
子
育
て

保
険
税
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
分
が
加
算
さ
れ

支
援
納
付
金
分
が
加
算
さ
れ

ま
す
ま
す

　

令
和
８
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
」
は
、
全
て
の
世
代
や
企

業
の
皆
さ
ま
か
ら
支
援
金
を
拠

出
い
た
だ
き
、
子
育
て
の
施
策

の
拡
充
に
充
て
る
も
の
で
、
子

ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社
会
全

体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
従

来
の
保
険
税
（
医
療
分
・
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
・
介
護
納
付

金
分
）
に
加
え
て
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
分
を
お
支
払

い
い
た
だ
き
ま
す
。　
　

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
負
担
額
は
所
得
に
応
じ
て

異
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
は
、

児
童
手
当
の
拡
充
や
妊
婦
の
た

め
の
支
援
給
付
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

　

拡
充
さ
れ
る
給
付
の
例
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
児
童
手
当
の
拡
充

②
育
児
時
短
就
業
給
付

③
育
児
期
間
中
の
国
民
年
金
保

　

険
料
の
免
除

④
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

⑤
出
産
後
休
業
支
援
給
付

⑥
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

よ
く
あ
る
質
問

よ
く
あ
る
質
問

問　

ど
う
し
て
「
支
援
金
制
度
」

が
必
要
に
な
る
の
で
す
か
？

答　

近
年
、
少
子
化
・
人
口
減

少
の
進
行
が
加
速
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
政
府
は
令
和
５
年
12

月
に
こ
ど
も
未
来
戦
略
「
加
速

化
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
総
額

３
・
６
兆
円
の
次
元
の
異
な
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
拡
充

を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
支
援
金
制
度
は
、
こ
れ
を

支
え
る
財
源
の
一
部
で
す
。

【
問
合
せ
】

こ
ど
も
家
庭
庁
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

０
１
２
０
（
３
０
３
）
２
７
２

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

　▲こども家庭庁
　　ホームページ
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【問合せ】 健康福祉課（４２）３９６６

子ども・子育て支援金制度が始まります子ども・子育て支援金制度が始まります

　令和８年４月から子ども・子育て支援金制度が始まります。この制度は、全世代の皆さまから

支援金を拠出いただき、それによる子育て世帯に対する給付の拡充を通じて、子どもや子育て世

帯を社会全体で応援する仕組みです。子ども・子育て支援金制度が施行されることに伴い、医療

分の保険料率とは別に、子ども分の保険料率を

算定します。

　なお、子ども・子育て支援金

制度の詳しい内容については、

こども家庭庁ホームページをご

確認ください。

後期高齢者医療制度の保険料率が変わります

令和８・９年度の保険料率と賦課限度額令和８・９年度の保険料率と賦課限度額

　令和８・９年度の保険料率は、（表１）のと

おり改定されました。

　また、中間所得層の負担軽減を図るため、負

担限度額が引き上げられました。

　なお、保険料率の医療分は２年ごと、子ども

分は１年ごと、都道府県ごとに算定します。

年間保険料の計算方法年間保険料の計算方法

　被保険者全員が負担する「均等割額」と被保

険者の前年の所得に応じて負担する「所得割額」

を合計します。（表２）

均等割額の軽減対象均等割額の軽減対象

　所得の低い方の負担軽減を図るため、（表３）の

とおり軽減判定所得基準額が引き上げられました。

※令和８・９年度のみ７割軽減に加え、さらに

　０．２割の軽減があります。

保険料の納付を忘れずに保険料の納付を忘れずに

　＜納付方法は２種類あります＞

　①特別徴収（年金差し引き）

　※特別徴収を希望されない方は、

　　事前に申請手続きが必要になり

　　ます。

　②普通徴収（納付書や口座振替）

　★事前に後期高齢者医療保険料の

　　口座振替登録をおすすめします。

区分 令和７年度 令和８ ・ ９年度

医
療
分

所得割率 9.49% 9.35%

均等割額 47,000円 51,100円

賦課限度額 80万円 85万円

子
ど
も
分

所得割率 ー 0.25％

均等割額 ー 1,400円

賦課限度額 ー 2.1 万円

（表１） 保険料率 ・賦課限度額

（表２） 年間保険料＝＜医療分＞＋＜子ども分＞

＜医療分＞

均等割額

51,100円

＜子ども分＞

均等割額

1,400円

＜医療分＞

所得割額

基礎控除後の総所得金額など

× 9.35％

＜子ども分＞

均等割額

基礎控除後の総所得金額など

× 0.25％

＋

＋

軽減

区分
令和７年度 令和８年度

７割

（※）

43万円＋ 10万円

×被保険者数

43万円＋ 10万円

×被保険者数

５割
43万円＋30.5万円

×被保険者数

43万円＋ 31万円

×被保険者数

２割
43万円＋56万円

×被保険者数

43万円＋ 57万円

×被保険者数

（表３） 均等割額の軽減判定所得基準額

年金収入額 令和７年度 令和８年度

300万円 186,500円
195,300円

（うち子ども分：5,000円）

190万円 58,600円
61,700円

（うち子ども分：1,600円）

80万円 14,100円
14,700円

（うち子ども分：400円）

収入別保険料額 （年額） のモデルケース

（単身世帯で、 年金収入のみ）

▲こども家庭庁
　ホームページ
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戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が

記
載
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ

記
載
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の

　

振
り
仮
名
の
通
知

　

「
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
振
り

仮
名
の
通
知
書
」
が
、
本
籍
地

市
区
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

氏
や
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

◆
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
氏
や

　

名
の
振
り
仮
名
が
使
用
し
て

　

い
る
読
み
方
と
異
な
る
場
合

　

令
和
８
年
５
月

　

令
和
８
年
５
月
2525
日
ま
で
に

日
ま
で
に

必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
誤
り
の
例
〉

・
誤 

ヤ
マ
ヂ　

正 

ヤ
マ
ジ

・
誤 

シ
ズ
カ　

正 

シ
ヅ
カ

◆
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
氏
や

　

名
の
振
り
仮
名
が
使
用
し
て

　

い
る
読
み
方
と
同
じ
場
合

　

届
出
は
不
要
で
す
。

　

届
出
は
不
要
で
す
。

　

氏
や
名
の
振
り
仮
名
の
記
載

　

令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
に

届
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
通
知

書
に
記
載
さ
れ
た
振
り
仮
名
を
、

１２３

戸
籍
に
順
次
記
載
し
ま
す
。

届
出
の
方
法

届
出
の
方
法

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

②
市
区
町
村
の
窓
口
へ
届
出

③
本
籍
地
へ
届
出
書
を
郵
送

届
出
の
で
き
る
方

届
出
の
で
き
る
方

①
氏
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

原
則
と
し
て
、
戸
籍
の
筆
頭

者
が
届
出
を
行
い
ま
す
。
筆
頭

者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場
合

に
は
そ
の
配
偶
者
、
そ
の
配
偶

者
も
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
子
が
届
出
人
と
な
り

ま
す
。

②
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

が
そ
れ
ぞ
れ
届
出
人
と
な
り
ま

す
。
15
歳
未
満
の
場
合
は
、
親

権
者
な
ど
の
法
定
代
理
人
が
届

出
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

　

松
崎
町
民
の
方
を
対
象
に
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
を
弁

護
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
相
談
は
無
料
で
、
必
ず
予

約
が
必
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

対
象
者

対
象
者

　

松
崎
町
に
住
民
登
録
の
あ
る

方会
場
会
場

◆
第
１
回
～
第
５
回

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

４
階　

研
修
室

◆
第
６
回

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

小
会
議
室

定
員
定
員

　

１
回
に
つ
き
４
人

※
予
約
制
で
先
着
順
で
す
。

開
催
日
お
よ
び
申
込
期
限

開
催
日
お
よ
び
申
込
期
限

回　数 開催日 申込期限

第１回 　　　４月 22日 （水） 　　４月 17日 （金） 午後４時30分

第２回 　　　６月 24日 （水） 　　６月 19日 （金） 午後４時30分

第３回 　　　８月 26日 （水） 　　８月 21日 （金） 午後４時30分

第４回 　10月 28日 （水） 　10月 16日 （金） 午後４時30分

第５回 　12月 23日 （水） 　12月 18日 （金） 午後４時30分

第６回 　　　２月 24日 （水） 　　２月 19日 （金） 午後４時30分

相
談
時
間

相
談
時
間

　

１
人
当
た
り
の
相
談
時
間

は
、
30
分
以
内
で
す
。

①
午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時

③
午
前
11
時
～
11
時
30
分

④
午
前
11
時
30
分
～
正
午

予
約
方
法

予
約
方
法

◆
予
約
先

　

松
崎
町
役
場　

窓
口
税
務
課

◆
予
約
受
付
時
間

　

平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

※
相
談
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

　

話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど
を

　

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

注
意
事
項

・
相
談
回
数
は
、
同
一
案
件
の

　

相
談
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

・
係
争
、
調
停
中
の
案
件
は
お

　

受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
紛
争
の
相
手
先
が
先
に
相
談

　

を
受
け
た
場
合
、
お
受
け
で

　

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

 

誤
っ
て
い
る
場
合
は
必
ず
届
出
を
！

　

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
ま
す
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～下田消防本部からのお知らせ～

令和８年２月 20 日から 「林野火災注意報 ・ 林野火災警報」 の

運用が始まりました

林野火災注意報 ・警報の発令基準と期間

〇「林野火災注意報」は、降水量が少なく、空気が乾燥した気象状況の場合に発令されます。

　対象地域において、屋外での火の取り扱いをしないように努めてください。

〇「林野火災警報」は、降水量が少なく、空気が乾燥し、風が強い気象状況の場合に発令されます。

　対象地域において、屋外での火の取り扱いを中止してください。

〇発令期間は１月から５月までとなります。

　森林法第５条（民有林）および第７条の２（国有林）の森林を対象とします。

※対象の森林については、「森林クラウド公開システム」から確認できます。

発令対象区域

　下田地区消防組合火災予防条例第 29 条の規定により、以下のとおり「火の使用の制限」がか

かります。

（１）山林、原野等において火入れをしないこと。

（２）煙火を消費しないこと。

（３）屋外において火遊び又はたき火をしないこと。

（４）屋外において、引火性又は爆発性の物品その他の可燃物の付近で喫煙をしないこと。

（５）残火（たばこの吸殻を含む。）、取灰又は火粉を始末すること。

林野火災注意報 ・警報が発令された場合の規制

【問合せ】 下田消防本部予防課（２２）１８４９

　令和７年２月に岩手県大船渡市で発生した林野火災は、延焼範囲が約３，３７０ｈａとなり、

国内の林野火災としては、約 60 年ぶりとなる大規模な火災となりました。

　林野火災の予防対策として、令和８年２月 20 日から「林野火災注意報」や「林野火災警報」

を発令して、火災が起こりやすい気象状況であることをお知らせします。

　各市町の防災行政無線、メール、消防車両での巡回などによりお知らせします。

林野火災注意報 ・警報の発令 ・解除の周知

　「林野火災注意報」は、警報発令の前段階に位置付けられているため、罰則の伴わない努力義

務を課すものとなります。

　「林野火災警報」は、火の使用制限に違反した者に対して 30 万円以下の罰金または拘留に処す

ることが消防法で定められています。

林野火災注意報 ・警報が発令された場合の規制

 ▲静岡県森林クラウド
公開システム
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佐
藤  
き
よ
子 

さ
ん

　

（
大
正
15
年
２
月
22
日
生
）

１
０
０
歳
の
お
祝
い

１
０
０
歳
の
お
祝
い

　

２
月
26
日
、
深
澤
町
長
は
佐

藤
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

　

深
澤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
を
受
け
た
佐
藤
さ
ん
は
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
応

え
、
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
、
三
食
何

で
も
食
べ
る
こ
と
と
、
「
あ
り

が
と
う
」
の
気
持
ち
を
持
ち
続

け
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６ ▲１００歳を迎えた佐藤さん

　

県
は
、
山
地
災
害
の
防
止
や

水
源
か
ん
養
な
ど
の
「
森
の
力
」

を
回
復
す
る
た
め
、
平
成
18
年

度
か
ら
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
森

林(

も
り)

づ
く
り
県
民
税
を

ご
負
担
い
た
だ
い
て
森
の
力
再

生
事
業
を
実
施
し
、
令
和
７
年

度
ま
で
に
約
２
万
３
千
㌶
の
荒

廃
森
林
を
整
備
し
ま
し
た
。
令

和
元
年
度
か
ら
は
、
市
町
が
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
森
林
整
備

を
始
め
、
県
と
市
町
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
て
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
森
林
所
有
者
に
よ

る
整
備
が
困
難
で
、
公
益
性
が

高
く
緊
急
に
整
備
す
べ
き
荒
廃

森
林
が
新
た
に
確
認
さ
れ
て
い

て
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
山

地
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度

以
降
も
事
業
継
続
し
、
森
林

(

も
り)

づ
く
り
県
民
税
を
５

年
間
延
長
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

　

森
の
力
再
生
事
業
の
継
続
と

　

森
林(

も
り)

づ
く
り
県
民
税
の
延
長
に
つ
い
て

と
と
し
ま
し
た
。

　

森
林
（
も
り
）
づ
く
り
県
民

税
は
、
次
の
と
お
り
県
民
税
均

等
割
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
：
年
額
４
０
０
円

　

法
人
：
均
等
割
額
の
５
％

　
　
　
　

（
千
円
～
４
万
円
）

　

森
の
恵
み
を
次
世
代
に
継
承

す
る
た
め
、
引
き
続
き
皆
さ
ま

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

賀
茂
農
林
事
務
所

(

２
４)

２
０
８
２

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
が
所
有
す
る
な

ど
の
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

【
対
象
車
両
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

車
両
に
限
り
ま
す
。

①
障
害
者
お
よ
び
戦
傷
病
者
が

　

所
有
す
る
軽
自
動
車

②
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
、

　

18
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
の

　

場
合
、
生
計
を
一
に
す
る
方

　

が
所
有
す
る
軽
自
動
車

③
車
い
す
の
昇
降
装
置
な
ど
を

　

備
え
た
、
構
造
上
専
ら
障
害

　

者
が
利
用
す
る
と
認
め
ら
れ

　

る
軽
自
動
車

【
受
付
期
間
】

　

４
月
20
日(

月)

～

６
月
１
日(

月)

　

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
昨
年
度
、
減

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

免
を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
４

月
中
に
減
免
申
請
書
を
送
り
ま

す
の
で
、
申
請
書
を
窓
口
税
務

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
で
手
帳
の
交
付
を
受
け

ら
れ
た
方
、
ま
た
対
象
と
な
る

障
害
の
区
分
や
等
級
、
申
請
に

必
要
な
も
の
な
ど
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
普
通
自
動
車
の
減
免

は
下
田
財
務
事
務
所
の
管
轄
に

な
り
ま
す
。

※
減
免
可
能
な
台
数
は
、
普
通
自

　

動
車
を
含
め
て
１
人
１
台
で
す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

軽
自
動
車)

(

４
２)

３
９
６
８

下
田
財
務
事
務
所(

普
通
車)

(

２
４)

２
０
１
８

※
令
和
８
年
度
か
ら
「
軽
自
動
車

　

税
（
種
別
割
）
」
は
「
軽
自
動

　

車
税
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

※�

令
和
８
年
度
か
ら
口
座
振
替

の
納
税
通
知
書
は
は
が
き
様

式
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
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静
岡
県
が
現
在
の
よ
う
な
形

で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
１
８

７
６(

明
治
９)
年
８
月
21
日
。

明
治
９
年
４
月
の
足
柄
県
廃
止

に
伴
い
、
同
年
８
月
21
日
に
浜

松
県
と
静
岡
県
が
合
併
し
た
こ

と
に
よ
り
、
現
在
の
静
岡
県
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
は
静
岡

県
誕
生
１
５
０
周
年
で
す
。
こ

の
こ
と
を
記
念
し
て
、
県
は
県

民
の
皆
さ
ま
に
静
岡
県
の
素
晴

ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
た

だ
き
、
本
県
に
誇
り
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
間
を
通

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
皆
さ
ま
も
参
加
し
て
、

ふ
る
さ
と
静
岡
県
の
お
誕
生
日

を
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！

【
問
合
せ
】

静
岡
県
企
画
部
広
報
戦
略
課

０
５
４
（
２
２
１
）
２
２
３
１

令
和
８
年
は
静
岡
県

令
和
８
年
は
静
岡
県

誕
生
１
５
０
周
年
で
す
！

誕
生
１
５
０
周
年
で
す
！

▲「県民の日」

　県公式ホーム

　ページ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

坂
本　
武
尊

　

こ
の
た
び
、
４
月
の
任
期

満
了
を
も
っ
て
石
部
棚
田
担

当
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
公
私
に

わ
た
り
温
か
い
ご
指
導
と
多

大
な
る
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

松
崎
町
へ
人
を
呼
び
込
む

一
大
観
光
資
源
で
あ
り
、
教

育
や
体
験
の
場
、
文
化
継
承

と
し
て
の
場
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

Vol.37

石
部
棚
田
を
後
世
へ
橋
渡
し

す
る
べ
く
日
々
の
圃
場
管

理
、
人
と
棚
田
と
を
結
び
付

け
る
業
務
を
致
す
こ
と
が
不

肖
、
私
の
協
力
隊
と
し
て
の

役
割
で
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
私
の
想
像
を

超
え
る
速
度
で
進
む
高
齢
化

や
人
手
不
足
の
問
題
に
対

し
、
関
係
者
や
協
力
者
の
皆

さ
ま
と
共
闘
し
、
苦
し
い
な

が
ら
も
共
に
乗
り
越
え
る
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
な
か
な
か
に
得
難
く
、

思
い
返
す
と
血
が
沸
き
立
つ

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

退
任
後
も
陰
な
が
ら
皆
さ

ま
と
共
に
石
部
棚
田
保
全
活

動
に
協
力
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

報
恩
感
謝
、
幾
久
し
く
。

　

石
部
棚
田
万
歳
。

　

松
崎
町
万
歳
。

▲駿河湾を望む石部棚田

地

域

交

流

通

信

 

地

域

交

流

通

信

地

域

交

流

通

信

  

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

～
乗
鞍
・
安
曇
２
園
交
流
～

　安曇地区内には

乗鞍保育園と安曇保育園があります。

　２園の交流は、毎年行われていて、

春、秋はサッカー教室、夏はプール交流、

そして今回紹介するのは、乗鞍保育園

の裏山の斜面で行ったそり遊びです。

　これまで交流を重ねてきたことで、子ど

もたちが自然に誘い合って滑る姿は見て

いても微笑ましく、とても楽しそうでした。

そり遊び

おにぎりデー　松本市では、主食で

ある米を味わい、幼少期から米のおいしさを

知る食育の一環として、市内の公立保育園全

園でおにぎりデーを行っています。

　そり遊びをした後に、一緒におにぎりを食

べる時も会話が弾み、子どもたちには心に残

る１日となったと思います。
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.68

キャベツのサワー漬け

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

56kcal ０. ９g １．１g 11. １g ０. ３g

（１食当たり）

－　材料（４人分）－

キャベツ・・・・・・２８０ｇ（１／４玉）

パプリカ・・・・・・30 ｇ（１／４個）

大葉・・・・・・・・・・・２ｇ（２枚）

酢・・・・・・・・・・・・・大さじ２

砂糖・・・・・・・・・・・・大さじ２

ゆずこしょう・・・・・・小さじ２／３

塩・・・・・・・・・・・・・・・少々

オリーブオイル・・・・・・・小さじ１

－　作り方　－

①キャベツとパプリカ、大葉を細切りにする。

②Ａをボウルに入れてよく混ぜ、①を合わせて

　30 分置く。

③器に盛り付けて完成。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
5252
回回

新
年
度
を
迎
え
て

新
年
度
を
迎
え
て

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

春
ら
ん
ま
ん
、
い
よ
い
よ

新
た
な
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
先
月
行
わ
れ
ま
し
た
令

和
８
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
今
年
度
の
当
初
予
算

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
執

行
に
移
り
ま
す
。
社
会
の
激

し
い
変
容
に
よ
り
、
今
ま
で

に
な
い
大
変
な
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

財
政
規
模
も
行
政
を
担
う

職
員
数
も
県
内
で
一
番
厳
し

い
自
治
体
で
は
あ
り
ま
す

が
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る

役
場
が
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
工
夫
と
努
力
を
惜
し

ま
ず
、
新
し
い
こ
と
に
も
積

極
的
に
挑
戦
し
、
未
来
の
松

崎
町
の
た
め
に
働
け
る
環
境

を
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
末
の
仕
事
納
め
式
や

先
月
の
松
崎
町
文
化
協
会
芸

能
発
表
会
に
お
い
て
、
「
松

崎
町
の
う
た
を
育
て
る
会
」

の
皆
さ
ま
に
よ
り
、
役
場
職

員
を
励
ま
す
歌
を
歌
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
日
々
の
業

務
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、
時

に
心
な
い
言
葉
や
理
不
尽
な

要
求
に
対
応
し
て
い
る
職
員

に
と
っ
て
非
常
に
温
か
い
励

ま
し
と
な
り
ま
し
た
。
よ
り

一
層
町
の
た
め
に
頑
張
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
コ
ン
パ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
松
崎
を
目
指

し
、
誰
も
が
寄
り
添
い
支
え

合
い
な
が
ら
ふ
る
さ
と
松
崎

を
未
来
へ
紡
い
で
行
き
た
い

と
心
新
た
に
覚
悟
を
決
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

減塩レシピ

A

金沢の地区サロンで松崎町けんこう食

遊会が脳トレを行ったり、10 食品群

チェックを普及し、食を通じて楽しく

交流を深めました。

－ここがポイント－

★�お酢の酸味、大葉・ゆずこしょうの香りや辛みを

活用した爽やかな味わいを楽しめる副菜です。



 My Town Topics～まちのできごと～

　２月 23日の「富士山の日」に、コノハナサクヤヒ
メとイワナガヒメの仲直りを祈願する仲直り神事が
行われました。
　松崎町は、平成 24年２月 23日に「世界でいちば
ん富士山がきれいに見える町」を宣言して以降、毎
年２月23日に仲直りの儀を執り行っていて、今年は、
当町とヒメの里交流都市である富士宮市の篠原晃信
副市長、望月俊伸教育長にもご参加いただきました。

「富士山の日」 イベント　仲直り神事

　３月８日、環境改善センター文化ホールで、第 42
回松崎町文化協会芸能発表会が開催され、太極拳や
舞踊など、幅広い分野での発表が行われました。
　会場には、各団体の演目を見ようと、多くの人が
訪れていました。
　また、出演者や観客の方々などが、一緒に「いと
しきふるさと」を歌ったり、「きよしのズンドコ節」
を踊ったりして、会場はとても賑わいました。

　静岡県では、東日本大震災が発生した３月 11日
を含む 10日間を「津波対策推進旬間」と定め、県
内各地で訓練が実施されました。
　松崎町では、３月８日に、地震・津波避難訓練、
消火栓取り扱い指導が行われました。
　各地区では、訓練のサイレンが鳴ると、避難場
所への避難や消火栓の取り扱い方の確認などを行
い、有事の際に備えた対応を確認していました。

　２月 28 日と３月１日に、石部棚田で畦切りが行
われました。
　畦切りは、畦の土を鍬で切り削り、畦塗りをする
前の下地づくりを行う作業です。
　快晴の天気の中、オーナー会員やトラスト会員、
常葉大学など、２日間で約 50 人が参加し、石部棚
田保存会の方たちの指導を受けながら、畦切り作業
を行いました。
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地震 ・津波避難訓練

第 42回松崎町文化協会芸能発表会

石部棚田畦切り



町の人口と世帯
（令和８年２月 28 日現在）
　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,456人�（ー 20人）

　男　　　2,587人�（ー   ９人）

　女　　　2,869人�（ー 11人）

世帯数　　2,792戸�（ー   ８戸）

転　入   10人　転　出   12人

出　生　  １人　死　亡   19人

戸籍だより

　令和８年２月発生分
　　　　　（　）内は前年同月比
　人身事故　　　０件　（－１）
　物損事故　　　９件　（－５）
　死　　者　　　０人　（±０）
　傷　　者　　　０人　（－１）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

短
歌-

（２月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
六
年
四
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
四
　
三
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
サ
ン
印
刷

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四� 

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）

おお め で と う ご ざ い ま す（ 出 生め で と う ご ざ い ま す（ 出 生 ））

満
開
の
花
見
に
ゆ
け
ぬ
吾
に
と
ぞ

　
　
　

桜
の
一
枝
友
の
こ
こ
ろ
ね　
　
　
　
　
　

石
田　

安
江

鹿
の
背
よ
り
高
く
な
り
た
る
四
季
桜

　
　
　

鹿
の
被
害
に
遭
は
ず
咲
き
つ
ぐ　
　
　
　

堀
岡　

洋
子

鳶と
ん
びの

一
羽
遊
ば
せ
る
空
の
青
さ
な
り

　
　
　

ま
ば
た
き
も
せ
ず
眺
め
て
ゐ
た
り　
　
　

山
本
智
惠
子

ぴぴ
かか
ぴぴ
かかキ

ッ
ズ

キ
ッ
ズ

　

３
歳
の
健
診
で
「
む
し
歯
」
が
な

か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
歯
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

松本　悠
ゆ ら

来さん

（峰輪）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

地 区 名 前 性別 保 護 者

江奈１ 柊
ひ な ぎ

凪 女 髙橋　匡史

町 

の 

人 

事

【
退
職
】
３
月
31
日
付
け

総
務
課
長
兼
防
災
監

鈴
木　

悟

総
務
課
総
務
係
長

山
本　

尚
敬

生
活
環
境
課
公
営
企
業
室
長佐

藤　

公
彦

南
伊
豆
地
域
清
掃
施
設
組
合
派
遣
（
生
活
環
境
課
）

佐
々
木　

光

総
務
課
総
務
係

金
子　

渓
太

企
画
観
光
課
Ｄ
Ｘ
推
進
係

関　

亮
太

健
康
福
祉
課
保
険
年
金
係

大
西　

平
太

【
地
方
創
生
人
材
派
遣
制
度
派
遣
期
間
満
了
】

３
月
31
日
付
け

企
画
観
光
課
参
事

筒
井　

稔

【
採
用
】
４
月
１
日
付
け

山
田　

翔
太

　

企
画
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

志
田　

梓

　

窓
口
税
務
課
戸
籍
窓
口
係

市
川　

莉
子

　

健
康
福
祉
課
健
康
対
策
室
兼
保
険
年
金
係

増
田　

将
児

　

産
業
建
設
課
産
業
係

長
谷
川　

健
司

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

田
中　

健
太

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
兼

　

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎

山
本　

幸
之
助

　

企
画
観
光
課
商
工
観
光
係

夫 妻

地 区 氏 名 地 区 氏 名

下田市 鈴木　貴也 大 澤 土屋　由希

おお め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻 ））

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

岩 地 中込　賢治 74 樋川　唯士

道 部 岡村さつき 95 岡村　光宏

江奈２ 大河内敏男 75 宮内　寿安

宮 内 土濱　 二 74 鈴木　洋子

西 区 鈴 木　 昭 84 鈴木ひで子

雲 見 土屋　清武 85 土屋　辰巳

西 区 鈴木 代子 89 石田知加子

櫻 田 藤池　俊昭 82 藤池　勇貴

指 川 山本　和子 93 山本　裕巳

明 伏 山本　道子 58 山 本　 衛

伏 倉 佐藤　和夫 83 佐 藤　 渉

中 区 土屋　幸子 73 土屋　久男

江奈１ 稲 壽美子 106 稲葉　一夫

岩 地 齋藤日出晴 67 齋藤　香
（１月届出分）
道 部 山本ます子 70 山本　和彦


